
通商リスクの高まりで、一時55ドル台まで急落
NY原油先物相場は、1バレル=55.12ドルまで急落して2021年2月以来の安値を更新した後、61ドル台

中盤まで切り返しており、前週比では小幅安に留まった。通商リスクの高まりを背景に、週中盤にかけ

ては上値の重い展開になった。トランプ米大統領が4月2日に発表した相互関税が、世界経済の減速を促

すリスクが警戒されている。ただし、トランプ大統領は通商協議を求めている国に対しては、相互関税

の10%を超える上乗せ分については90日間停止すると発表しており、通商リスクの軽減期待から週後

半は下げ一服となった。

引き続き通商環境に対する関心が高いが、強弱評価が割れている。相互関税の一部が90日間停止された

ことはポジティブだが、米中間では関税の報酬が続いており、4月12日時点では米国の対中関税が

145%に対して、中国の対米関税が125%に達している。両国の貿易関係に壊滅的なダメージが生じる

可能性が高まっている。

米エネルギー情報局（EIA）発表の米石油在庫（4月4日時点）は、原油が前週比255万バレル増、ガソ

リンが160万バレル減、石油精製品が354万バレル減となった。
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マーケットエッジ株式会社 小菅努

【現状確認】
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（出所）LSEGよりマーケットエッジ作成
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（注）青線はWTI原油（右軸）
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通商リスクの上値圧迫が続く、イラン情勢とドルには要注意
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【展望】

トランプ米政権の相互関税に対する警戒感から、上値の重い

展開が続きやすい。相互関税の一部停止はポジティブだが、

米中間通商環境は悪化の一途を辿っており、高いレベルの先

行き不透明感が維持される。ともに貿易を停止させるレベル

の関税が課せられる中、今後は関税以外の分野でも米中間の

対立が激化する可能性がある。仮に米中両国が通商協議に入

ると急反発する可能性も抱えているが、このまま通商リスク

の緩和・解消が難しい状況が続くと、55～60ドル水準での取

引時間が増える見通し。

前週は米エネルギー情報局（EIA）が世界石油需要見通しを

引き下げたが、今週は14日に石油輸出国機構（OPEC）、15

日に国際エネルギー機関（IEA）の月報が公表される。ここ

でも需要見通しの引き下げといった動きがみられると、需給

緩和見通しを織り込む動きが強化されよう。また、米原油在

庫は増加傾向が続いている。さらに在庫積み増しが確認され

た際にも下振れリスクが高まりやすい。

一方、イラン情勢を取り巻く緊張感は高まっている。核開発

問題を巡るトランプ米政権の圧力は強化されている。12日に

米国とイランの高官協議が行われているが、トランプ政権が

イラン産原油に対する追加制裁、さらには軍事的な圧力を強

める可能性には注意が必要。ダウントレンドに修正を迫るこ

とは難しいとみられるが、短期上振れリスクとしての注意は

求められる。

また、ドル安傾向が強くなっていることにも注意が必要。ド

ルインデックスは年初来安値を更新している。「米国売り」

の様相を呈し始める中、ドル安がさらに加速するとドル建て

原油相場は為替要因で上昇する可能性がある。

本資料のご利用については、必ず巻末の重要事項（ディスクレーマー）をお読み下さい。
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